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古
材
文
化
の
会

伝
統
的
木
造
建
築
の
保
存
・
継
承 

木
造
建
築
の
文
化
を
未
来
に
引
き
継
ぐ

　

し
っ
か
り
と
建
て
ら
れ
た
木
造
建
築
は
、
手
を
加

え
て
い
け
ば
１
０
０
年
以
上
の
寿
命
を
保
つ
。
そ
の
一

方
、
築
後
30
〜
40
年
で
の
建
て
替
え
が
多
い
の
が
日

本
の
住
宅
サ
イ
ク
ル
の
現
況
だ
。
こ
れ
を
見
直
す
中

で
、
古
民
家
の
再
生
活
用
や
木
造
の
家
づ
く
り
な
ど

に
関
心
を
持
つ
人
が
今
、増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
古
民
家
に
つ
い
て
の
調

査
や
相
談
、
活
用
提
案
を
は
じ
め
、
木
造
建
築
の

保
存
と
継
承
を
推
進
し
、
こ
れ
に
関
わ
る
人
材
の
育

成
に
努
め
る
の
が「
古
材
文
化
の
会
」（
旧「
古
材
バ

ン
ク
の
会
」）だ
。
同
会
に
は
、
研
究
者
や
建
築
士
、

職
人
、
学
生
な
ど
幅
広
い
層
の
人
材
が
集
う
。

　

最
近
で
は
、
古
民
家
や
街
並
み
を
残
す
に
は
、
地

域
の
支
援
制
度
も
重
要
と
い
う
考
え
か
ら
、
奈
良
で

は
行
政
と
協
力
し
て
町
家
民
家
改
修
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
こ
で
は
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
建
物
の
再
生
活
用
の
提
案
や
、や
む
な
く
解
体

さ
れ
た
民
家
か
ら
提
供
さ
れ
た
木
材
や
建
具
、
畳
な

ど
貴
重
な
古
材
の
情
報
を
、
新
た
に
求
め
る
人
に
橋

渡
し
す
る
な
ど
、
文
化
的
価
値
の
高
い
建
物
や
古
材

を
再
生
活
用
す
る
拠
点
と
し
て
動
き
始
め
て
い
る
。

　

近
年
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
木
造
建
築

に
関
わ
る
幅
広
い
人
材
を
育
て
る
こ
と
。
同
会
が

行
政
と
共
に
開
催
す
る「
京
都
市
文
化
財
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
講
座
」や「
伝
統
建
築
保
存
・
活
用
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
上
級
講
座
」で
は
、
伝
統
的
な
木
造
建
築
を

地
域
の
活
性
化
に
生
か
す
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
を

学
ぶ
。
座
学
だ
け
で
な
く
実
習
を
重
ね
、
自
分
が

見
つ
け
た
文
化
財
や
古
民
家
の
活
用
プ
ラ
ン
を
立

report

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ
木
の
力   

│
活
動
事
例
か
ら

「伝統建築保存・活用マネージャー上級講座」では、伝統的な建築技術の習得も大切な課題。民家再生の現場で、「しころ
葺き」※の小屋組の組み手を見学する　※ 兜（かぶと）の後頭部に垂れ下がる「しころ」のような形で２段になった屋根の葺き方

伝統職人の技術を体験できる「甲乙塾」は、同会が
長年行っている市民向け講座。職人から杉の皮を剥
く手ほどきを受ける塾生たち

京
都
市

「甲乙塾」の塾生たちによって建てられた京都市東山
区の茶室「甲乙庵」。ていねいに剥いた杉皮で屋根を
葺いている
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て
る
な
ど
、
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
特
徴
だ
。

　

昨
秋
、
そ
う
し
た
実
践
の
場
と
な
っ
た
の
が
、

京
都
府
南
丹
市
美
山
町
に
広
が
る「
か
や
ぶ
き
の

里
・
北
村
」。
美
し
い
茅
葺
き
屋
根
が
残
る
村
は
、

93
年
に
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
さ
れ
て
お
り
、「
古
材
文
化
の
会
」は
そ
の
当
時

か
ら
北
村
の
景
観
保
全
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
受
講
生
は
、
景
観
を
守
る
地
元
で
の
取

り
組
み
や
、
現
在
の
村
が
抱
え
る
問
題
を
住
民
と

共
に
考
え
、
景
観
保
全
と
観
光
産
業
を
両
立
す
る

方
策
を
提
案
し
て
い
く
。

　
「
住
む
人
も
地
域
も
古
建
築
の
価
値
に
気
づ
い

て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
を
残
し
た
い
と
誰

か
が
願
わ
な
け
れ
ば
、
い
つ
し
か
人
も
家
も
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の〝
誰
か
〞を
一
人
で
も
多
く

育
て
た
い
」と
副
会
長
の
栗
山
裕
子
さ
ん
。

　

講
座
の
卒
業
生
は
関
西
だ
け
で
１
０
０
人
を
超

え
、
建
築
や
土
木
、
都
市
計
画
の
専
門
家
と
し
て

各
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
。
木
造
建
築
を
維

持
す
る
に
は
多
く
の
人
の
手
が
か
か
る
た
め
、
常

に
材
料
や
技
術
の
情
報
を
交
換
し
あ
い
、
連
携
し

て
動
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
日
本
中
に
広
げ
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

創
設
者
で
あ
る
永
井
規
男
会
長
の
提
言
は
、

「
大
切
な
の
は
良
い
建
物
を
残
す
こ
と
の
み
で
は

な
く
、
そ
こ
に
良
い
文
化
が
宿
る
こ
と
」。
建
物

に
よ
っ
て
人
や
地
域
が
元
気
に
な
っ
て
こ
そ
、
建

物
の
価
値
は
輝
く
と
い
う
。
そ
の
志
を
共
に
す
る

人
の
輪
が
全
国
に
広
が
り
、
新
た
な
木
造
建
築
の

文
化
が
根
づ
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
文
責
・Ｃ
Ｅ
Ｌ
編
集
室
）

　

古材文化の会が長年サポートする、「かやぶき
の里・北村」。住民主体で景観を守る「かやぶ
きの里保存会」結成。一時は廃村が危ぶまれ
た山村だが、民宿や店舗を運営することにより
年間30万人が訪れる観光地に生まれ変わった

「地域の風土に合った建物や暮らし方
は貴重な文化。次の世代に伝えるため、
地域ぐるみで守る必要がある」と語る、
古材文化の会の永井規男会長

北村の茅葺き家屋の多くは、江戸時代に建て
られた「北山型民家」。手前の小屋は、火に弱
い茅葺きを守る放水銃の収納箱。春秋に行わ
れる一斉放水も村の名物となっている

日本の原風景のひとつともいえる茅葺き屋根の集落を歩き、景
観とともにある暮らしを見学。今後の修復計画案などについて
話し合う

「古材文化の会」問い合わせ先


